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多くの会社が 9 時から始まるフランスでは、8 時から 8 時 30 分の間が通勤ラッ
シュとなる。パリ 15 区にあるラ・モット = ピケ = グルネル駅には 3 本の地下
鉄路線が通っており、毎朝、乗降客であふれている。テレワークの導入により、
このような通勤ラッシュの解消も期待される。


